
⽇本の⽣物多様性は、北⽅系種、南⽅系種、そして⽇本固
有種といった起源の異なる多様な⽣物から成り⽴ってい
る。これらの⽇本の⽣物相は、分散による周辺地域からの
侵⼊と分断による地域的な分化によって⻑い時間をかけて
形成されてきた。

②形態⽐較︓形態に変化があるのか︖
形態から⾒た地域的な分化を捉える

①野外調査︓何が、どこにいるのか︖
昆⾍標本の収集、同定、リスト化

◀  r e s e a r c h m a p
細⾕の研究成果⼀覧はこちら

④⽣物多様性保全への貢献
希少種の遺伝的特異性や多様性の把握、外来種の把握

③遺伝⼦⽐較︓遺伝的な分化パターンは︖
DNAから⾒た地域的な分化を捉える

→ ⾝近な昆⾍を研究材料にして⽇
本の動物相の形成史を明らかにする
研究をしています︕

各種の採集⽅法を⽤いた野外調査を実施し、対象昆⾍の収集およ
び⽣息環境等の⽣態情報の把握する。収集標本を同定し、リスト
化して昆⾍相を把握し、既知の分布情報との⽐較等を⾏う。

→ 例）トカラ列島臥蛇島からこれまでに記録がないコガネムシ
上科甲⾍５種を新記録種として報告。

収集した昆⾍標本の形態を解析し、近縁種間、亜種間、地域間の
形態的な分化を検出する。

→ 例）オオクワガタの地域間や亜種間の違いとして、前胸部側
縁の形状の違いを検出。

収集した昆⾍標本からDNAを抽出して遺伝⼦解析を⾏い、近縁
種間、亜種間、地域間の遺伝的な分化パターンを検出する。

→ 例）ノコギリクワガタ属Psalidoremus亜属の遺伝的分化
は、⽇本列島の地史（海峡形成）による分断の影響を強く受けて
いる。また、トカラ列島では漂流分散による海峡を越えた分布拡
⼤が明らかになった。

動物地理研究の成果は、⽣物多様性保全の重要情報として貢献︕

・希少種の保全単位の情報（進化的に重要な単位︓ESU）

・希少種の遺伝的多様性の把握（保全遺伝学的な情報）

・外来種の侵⼊状況等の把握（分布状況の確認、在来種との交雑
の確認のための基本情報など）

1. 野外調査︓採集、
⽣態情報の記録など

2. 採集標本の同定・リスト化︓
種・亜種の同定、インベントリー
臥蛇島 既知種８種 調査確認種数︓９種（うち臥蛇島新記録︓５種）

クワガタムシ科
マメクワガタ Figulus punctatus
アマミノコギリクワガタ（トカラ列島亜種） Prosopocoilus dissim ilis elegans
ネブトクワガタ臥蛇島亜種 Aegus laevicollis matsushitai

コガネムシ科タマオシコガネ亜科（ダイコクコガネ亜科）
カドマルエンマコガネ Onthophagus lenzii 臥蛇島新記録種

コガネムシ科マグソコガネ亜科
オビマグソコガネ Aphodius uniplagiatus 臥蛇島新記録種

コガネムシ科コフキコガネ亜科
フタスジカンショコガネ Apogonia bicarinata bicarinata 臥蛇島新記録種

コガネムシ科スジコガネ亜科
アオドウガネ（奄美諸島亜種） Anomala albopilosa gracilis 臥蛇島新記録種

コガネムシ科ハナムグリ亜科
シロテンハナムグリ（トカラ亜種） Protaetia orientalis tokarana
アオヒメハナムグリ Gametis forticula forticula 臥蛇島新記録種

朽⽊から採集されたルイスツ
ノヒョウタンクワガタ

＊それぞれの種に対応した採集トラップなど
を⽤いて採集。同時に⽣態情報等も記録。

トカラ列島臥蛇島（現在無⼈島）
におけるコガネムシ上科甲⾍の調
査結果

前胸背板

鞘翅

頭部前縁の突起

⼤腮

1. 形態測定︓形態を拾い出す 2. 解析︓形態の差異を明らか
にする
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♂の頭部前縁突起背⾯
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ン解析など

ノコギリクワガタ属 Psalidoremus 
亜属の分⼦系統樹
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トカラ
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諏訪之瀬島ートカラノコギリ

悪⽯島ートカラノコギリ

中之島

⼝之島

加計呂⿇島ーアマミノコギリ

ハチジョウノコギリ

ミシマイオウノコギリ
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クチノエラブノコギリ

式根島ーノコギリ基亜種

ノコギリ

アマミ
ノコギリ

ベイズ法
枝の数値︓事後確率

D = 0.1

♂ ♀

♂ ♀

1. トカラギャップ

2. 慶良間ギャップ

3. 奄美と沖縄

4. 与那国海峡

5. 沖縄系３亜種間

5. 奄美系３亜種間
   ＆漂流分散

中琉球は
接続せず

第四紀更新世初期

1. 遺伝⼦系統樹︓遺伝的分化パ
ターンを明らかにする

2. 分布との⽐較︓地理的分化
のパターンを明らかにする

系統樹と分類群や
形態、分布、地史
などを⽐較

④-1. 希少種の遺伝的多様性の
把握

④-2. 外来種の侵⼊状況の
把握

ヤンバル
テナガコガネ

オキナワ
カブトムシ

個体数 ハプロ
タイプ数

塩基置換率(％)
（p-distance）

遺伝⼦多様度
（h）

塩基多様度
（π）

12

7

3

4

0.2ー0.7

0.2ー0.9

0.53

0.81

0.22

0.46

カブトムシ
本⼟亜種

11 6 0.2ー1.1 0.73 0.32

ヤンバルテナガコガネの遺伝的多様性

ヤエヤマニ
セツツマグ
ソコガネ

★ライトへの⾶来を伴う
フェリーによる⼈為的移動

→ かなり速い速度 で分散・定着
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⻄表島 2001
与那国島 2000

⽯垣島 2000

⽵富島 2001
⿊島 ~2001

波照間島 ~2001

徳之島 2006

奄美⼤島 2006

沖縄本島 2006

多良間島 2004
宮古島 2004

トカラ列島
宝島 2008

南⼤東島 2009

沖永良部島 2008

⼝之島 2009
中之島 2009
平島 2010
悪⽯島 2010
⼩宝島 2009

ヤンバルテナガコガネ
＊国の天然記念物
＊絶滅危惧IB類 (EN)
＊国内希少野⽣動植物種

⽶⼤陸原産の外来糞⾍ヤエヤマニセ
ツツマグソコガネの侵⼊・分布拡⼤琉球列島の地史

ほそや    ただつぐ

動物学科 動物⾃然史分野 細⾕ 忠嗣
昆⾍の動物地理について研究しています


